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皿 7人の宗教者の夢の比較検討

 1. 7人の夢の整理

 これまでのところで善導・智光・空也・源信・法然・親鶯・一遍という7人の宗教者の夢の

様態と機能についてそれぞれ検討してきたが、それらを要約的に述べれば以下のようになる

(表1を参照)。なお、夢のなかの登場者が何か言葉を発している場合には、夢告の主として括

弧のなかに示した。登場者が特に言葉を発していない場合には、夢の主役としてこれも括弧の

なかに示しておいた。

 善導の見たD1「色とりどりの宝の山と種々の光明のなかにいろいろな仏や菩薩たちを見る

夢」は善導の意図を承認する夢である(夢の主役はいろいろな仏や菩薩たち)。D2「1人の僧

が経文の奥深い意味を教示してくれる夢」は教示の夢である(虚字の主は1人の僧)。D3「3

台の石臼が回転するなかを白いラクダに乗った人がやって来て善導に忠告してくれる夢」は善

導のこれからの生き方についての忠告と激励の夢である(夢告の主は白いラクダに乗った1人

の人)。D4「七宝の樹の下の金の蓮華の上に座る阿弥陀仏とそれを取り囲む10人の僧を善導が

拝観している夢」(夢の主役は阿弥陀仏と10人の僧)ならびにD5「5色の旗がかかった高く

て大きい2本の旗竿を人々が眺めている夢」(夢の主役は5色の旗がかかった2本の旗竿)は、

善導の作品(『観無量寿経疏』)の認証である。

 智光の見たD6「阿弥陀仏が智光に極楽浄土の光景を見せてくれる夢」は智光自身の浄土教

学への志向性を智光の心のなかに惹き起こすとともに、観想念仏という念仏修行へ智光を動機

づけるものであった(夢告の主は阿弥陀仏)。

 空也の見たD7「蓮華の上に坐して極楽界を眺める夢」は往生への認可(夢主からすれば往

生への確信)であり、これは空也の利他行の内的動因になるものであった(夢の主役は空也自
身)。

 源信の見たD8「僧が源信に曇った小さな鏡を横川に持っていって磨きをかけうと勧める夢」

は、仏性を磨き光らせるためには横川の善知識を求めよという大変具体的な忠告である(夢告

の主は1人の僧)。D9「観世音菩薩と毘沙門の夢」は、自己の作品を認可されることへの欲望

(それまでの研讃の集大成である「往生要集』をきわめて価値あるものとして認められたいと

いう欲望)の反映(夢の主役は観世音菩薩と毘沙門)。D10「最澄が源信に合掌する夢」は、

最澄に対する尊:敬と親近感(夢告の主は最澄)。D11「死ぬ間際の源信の許に1人の僧がやっ

て来る夢」は、死の床にあった源信の心の揺らぎ、つまり死後本当に極楽往生できるかどうか

についての不安の反映であった(夢告の主は1人の僧)。
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表1 7人の宗教者の夢の様態と機能

番号 夢のタイトル
闇主と

N齢
夢を見た場所 夢告の主 夢の主役 夢 の 機 能

D1 色とりどりの宝の山と種々

ﾌ光明のなかにいろいろな
ｧや菩薩を見る夢

善導

S0代

長安の東南にあ

髀I南山の悟真
?？)

夢告なし いろいろな

ｧや菩薩
善導の意図の承認

D2 1人の僧が経文の奥深い意

｡を教示してくれる夢

善導

S0代

終南山の悟真寺
i？)

1人の僧 1人の僧 「観無量寿経』の経文の

ﾓ味の教示

D3 3台の石臼が回転するなか

�窒｢ラクダに乗った人が
竄ﾁて来て善導に忠告して

ｭれる夢

善導

S0代

終南山の悟真寺
i？)

白いラクダ

ﾉ乗った人

白いラクダ

ﾉ乗った人
善導のこれからの生き方

ﾉついての忠告と激励

D4 七宝の樹の下の金の蓮華の

繧ﾉ座る阿弥陀仏とそれを
謔闊ﾍむ10人の僧を善導が

q観している夢

善導

S0代

終南山の悟真寺
i？)

夢罪なし 阿弥陀仏と

P0人の僧

善導の作品(『観無量寿

o疏』)の認証

D5 5色の旗がかかった高くて

蛯ｫい2本の旗竿を人々が
ｭめている夢

善導

S0代

終南山の悟真寺
i？)

夢告なし 2本の旗竿 善導の作品(『観無量寿

o疏』)の認証

D6 阿弥陀仏が智光に極楽浄土

ﾌ光景を見せてくれる夢

智光

ﾓ年
奈良の元興寺 阿弥陀仏 阿弥陀仏 浄土教学への志向性を智

�ﾌ心のなかに惹き起こ
ｷとともに、観想念仏と
｢う念仏修行へと智光を

ｮ機づける夢

D7 蓮華の上に坐して極楽界を

ｭめる夢

空也

S0代前半

京都の東市の市

ｰ
夢告なし 空也自身 往生への認可

D8 僧が源信に曇った小さな鏡

�｡川に持っていって磨き

�ｩけうと勧める夢

源信

ｭ年時代
大和国の高尾寺 1人の僧 1人の僧 仏性を磨き光らせるため

ﾉは横川の善知識を求め

謔ﾆいう忠告

D9 観世音菩薩と毘沙門の夢 源信

S4歳

比叡山延暦寺の

�ﾔ厳院
夢告なし 観世音菩薩

ﾆ毘沙門

源信の作品(『往生要集』)

�F可されることへの欲

]
D10 最澄が源信に合掌する夢 源信

U5歳

比叡山延暦寺の

�伯ｵ院
最澄 最澄 最澄に対する尊敬と親近

ｴ
Dll 死ぬ間際の源信の許に1人

ﾌ僧がやって来る夢

源信

V6歳

比叡山延暦寺の

�伯ｵ院
1人の僧 1人の僧 死後本当に極楽往生でき

驍ｩどうかについての不

ﾀの反映

D12 善導と法然が対話する夢 法然

S3歳の

ｱろ

比叡山(？) 善導と法然
i対話形式)

善導と法然 法然の自覚と覚悟の促し

D13 磯長の夢告の夢 親欝

P9歳

河内国磯長の聖

ｿ太子廟

聖徳太子 聖徳太子 本物の仏教指導者をよく

Mじうという勧告

D14 大乗院の夢告の夢 親鶯

Q8歳

比叡山の無動寺

ﾌ大乗院

如意輪観自

ﾝ大士
如意輪観自

ﾝ大士
本物の仏教指導者にまも

ﾈく出会うだろうという

¥告
D15 六角堂の夢告の夢 親驚

Q9歳

京都の六角堂 救世大菩薩 救世大菩薩i 救世大菩薩の告命を受諾

ｷるという態度決定

D16 康元2年夢告和讃の夢 親鶯

W5歳

京都の西洞院か

P法院
法然 法然 危機に対する防衛として

ﾌ法然に対する心理的依

ｶ性の現れ

D17 弘安11年の御夢 一遍

S9歳

安芸国か伊予国

ﾌどこかの道場

夢告なし 一遍自身 一遍の宗教的境地の再確

F

一318一



宗教者における夢の様態と機能(その2)

 法然の見たD12「善導と法然が対話する夢」は法然の自覚と覚悟を促すものであった(面

高の主は善導)。

 親臨の見たD13「磯長の諭告の夢」は本物の仏教指導者をよく信じうという勧告(夢話の

主は聖徳太子)、D14「大乗院の夢告の夢」は本物の仏教指導者にまもなく出会うだろうとい

う予告(夢告の主は如意輪観自在大士)、D15「六角堂の無告の夢」は救世菩薩の告命を受諾

するという態度決定(夢告の主は救世大菩薩)、D16「康元2年夢告和讃の夢」は危機に対す

る防衛としての法然に対する心理的依存性の現れであった(夢告の主は法然)。

 一遍の見たD17「弘安11年の御夢」は六字の名号至上主義の立場に立つ一遍の宗教的境地

を改めて再確認させてくれるものであった(夢の主役は一遍自身)。

 2. 7人の夢全体の検討

 D！からD17までの夢のなかで、夢の主役と夢告の主は、 D3の「比いラクダに乗った1人の

人」とD5の「5色の旗がかかった2本の旗竿」以外はすべて宗教者や仏菩薩であった。そし

て、これらの夢のなかのD7とD17は夢主本人(空也と一遍)であった。

 D3とD5について言えば、既に述べたように夢主自身の内的枠組みに従えばD3の「臼」は

「往生を願う清浄な心」、D5の「5」は「五道の衆生を益する五色光」ならびに(数字象徴か

らすれば)「五種正行」であると推測されるので、D3もD5も共に善導浄土教と関連している

夢である。結局このように見てくると、D1からD17までの夢はすべて、仏教関連夢であると

言えよう。

 夢のなかでも夢主によってわざわざ記録される夢、あるいは夢語によってわざわざ他者に語

られる夢は、夢主にとって長く印象に残るような夢(印象夢)である。その場合、夢主が仏道

の修行者である場合には覚醒時の夢主の関心は絶えず仏教のことにあるので、したがって印象

夢として仏教関連夢が増えてくるのは当然のことであると言えよう。

 夢の機能については、夢主の意図(夢話がこれからやろうとしていること)の承認、経文の

意味の教示、これからの生き方についての忠告と激励、自己の作品(宗教書)の認証、浄土教

への刺激化と動機づけ、往生への認可(夢主からすれば往生への確信)、仏性を磨き光らせる

ための具体的忠告、自己の作品(宗教書)が認められることへの欲望、往生についての不安の

反映、自己の使命の自覚と覚悟、勧告、予告、菩薩の告命を受諾するという態度決定、危機に

対する防衛としての心理的依存性の発露、自己の宗教的境地の再確認など、夢主によって、あ

るいは同一の夢主でも時期によってさまざまに異なっている。生活体験・宗教経験・師僧(そ

の人の師となった導き手)・夢主がそのとき直面していた人生課題といったものはそれぞれの

夢主によって異なるので、夢の機能がさまざまに異なっているのも当然のことであると言えよ
う。

】V 夢と宗教者

 ところで、夢の機能が山主によって異なるとか、あるいは同一の自主でも時期によって異な

るとは言ってもしかし、全体的に見てかなり共通する部分もある。それは、夢内容、夢のなか

の登場者(夢告の主)との対話、登場者からの忠告などによって、鉱主が夢主自身の宗教心や

宗教的境地を深めたり、新しい観点(解釈)を獲得したり、それまでにない新しい行動を起こ

したりすることである。その意昧では夢は宗教者にとって、一種のサイコセラピスト(心理療

法家)のような役割を果たすものである。逆に言えば、宗教者は自分が見る夢によって宗教者
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としての発達課題を乗り越えていくものであると言えよう。

 宗教者がどのような夢を見るかについてはいくつもの研究がある。例えば、Kenney(2002)

は中国の道宣が編纂した『続高僧伝』において見られる、約100ばかりの仏教僧の夢を「並は

ずれた人物と出会う夢」「僧の母親が見た夢」「地獄の夢」「浄土の夢」「仏像の夢」という5つ

のタイプに分類している。これらは夢の内容である。しかしながら、宗教者としての発達課題

に関しては、筆者の知る範囲ではこれまで本格的に論じられたことがない。筆者自身も現在の

ところ明確な提言はできないが、浄土教の枠内に限っていえば、例えば信と不信との葛藤の乗

り越え、聖と俗との葛藤の乗り越え、自力と他力との葛藤の乗り越え、死後の極楽往生につい

ての不安の克服といった事柄がそこには含まれてこよう。

V 自力・他力の問題

 最後に、自力・他力の問題について少し触れておきたい。一般的に言って自力とは、あくま

でも自分の力で自己実現を図ることである。一方、他力とは他の力、つまり阿弥陀仏の本願力

にまかせることである。行者の側からすれば、自分のはからいを捨てて自然にまかせることで

ある。ここには完全な自己放棄が必要とされる。しかし、完全な自己放棄ということがはたし

てありうるのか。信じるということは主体としての自己が信じるのであれば、これも一種の自

力と言えるのではないのか。このように疑問は尽きない。

 自力・他力の問題を今、あくまでも浄土教的思考の枠内で強いて類型化すれば、次の4つに

分けられよう。Aタイプは純一な自力である。 Bタイプは自力的な他力である。 Cタイプは他

力的な自力である。Dタイプは純一な他力である。

 これら4つのタイプを今、阿弥陀仏ならびに自己信頼のあり方とかみ合わせれば、次のよう

になろう。Aタイプは、自分が阿弥陀仏を絶対的に信じているとそう確信している自分自身

を信頼する。Bタイプは、自分が阿弥陀仏を絶対的に信じているとそう確信させられている自

分自身を信頼する。Cタイプは、自分が阿弥陀仏から絶対的に信じられているとそう確信して

いる自分自身を信頼する。Dタイプは、自分が阿弥陀仏から絶対的に信じられているとそう

確信させられている自分自身を信頼する。

 ここでBタイプとDタイプにおいて「そう確信させられている」というのは、阿弥陀仏か

らそう確信させられているという意味である。自力的なニュアンスがまったく含まれない純一

な他力であるDタイプの場合、「阿弥陀仏から信じられていること」の確信さえも阿弥陀仏の

本願力に依拠しているということになり、ここには人の側の自我のはからいはまったくない。

唯一残るのは、このような仏一人関係に全面的に自己投企しつづけている自分である。それを

ここでは自己信頼と称している。おそらく、他力を旨とする浄土教的な宗教心の発達様式は、

A→B→C→DタイプないしA→C→B→Dタイプとなるのではないかと思われる。

 7人の二二のなかでは、一遍は大変独特である。法然は信心と共に念仏行を重視し、親驚は

もっぱら信心を重視したが、一遍は、往生は名号によるものであって信心とは関係ない、名号

を信じようと信じまいと名号を唱えれば他力不思議の力によって往生すると述べたのである。

 前述の如く晩年の一遍は、「夢と現実とを夢に見た。自分がさまざまに変化して遊行してい

るなと思っていたら、それは夢であった。目が覚めてみると、今いるこの道場を少しも動いて

いない。不動なのが自己の本分であるとそう思ったが、しかしそれもまた夢であった」という

夢を見て、夢も現実も共に夢であり、生死に迷う夢を覚ますのはただただ南無阿弥陀仏だけで

あるという感想を述べている。
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 一遍は南無阿弥陀仏という六字の名号以外はすべて、「自己の本分」をも含めてすべてを夢

と観じたわけである。しかし、すべてを夢と観じる自分、逆に言えば、六字の名号のみが真実

であるとみなす自分を一遍はどこまでも自己肯定しつづけた。つまり、36歳のときに受けた熊

野の神託以後、「南無阿弥陀仏 決定往生六十万人」と印刷した紙製の小さなお札を配りつつ、

51歳で死去するまで賦算(念仏札を配ること)と踊り念仏の旅を続けた。最初の4年間は1人

で、それ以後は次第に人数が増え、結局は20名前後(大橋，1975)の時衆(六時念仏衆の意)

の僧尼の集団を引き連れての、諸国遍歴の旅であった。このような一遍の行動の背後には、よ

ほど強い自己信頼の存在がうかがえよう。
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